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一ｃ、各
無
油
断
様
ニ
御
才
覚
専
一
候
、
御
精
可
被
入
候
、
惣
な
み
ニ
御
心
得
候
て
は
不

可
然
候
、

一ｄ、大
西
之
儀
ニ
明
日
高
屋
へ
御
越
之
由
可
然
存
候
、
御
急
肝
要
候
、

一ｅ、可
為
御
取
乱
候
ニ
入
御
心
、
御
懇
に
示
給
候
、
喜
悦
之
至
候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
廿
二
日

久
秀
（
花
押
）

石
主

進
之
候

（
史
料
②
）
松
永
久
秀
書
状

御
状
令
披
見
候
、

一ａ、道
三
被
罷
下
、
御
脈
之
様
躰
被
申
旨
承
候
、
此
方
へ
も
同
前
ニ
被
申
越
候
、
し
や

く
そ
ん
・
八
幡
も
生
を
御
う
け
候
へ
は
、
御
死
ニ
候
へ
共
、
御
い
た
は
し
く
、
さ

て
〳
〵
お
し
き
御
事
候
哉
と
、
気
も
心
も
き
へ
い
り
申
様
ニ
候
へ
と
も
、
さ
や
う
ニ

取
乱
候
て
は
無
念
と
存
、
御
跡
之
儀
、
然
々
申
候
へ
は
、
其
御
い
た
は
し
き
と
存

候
、
覚
悟
と
を
り
申
と
存
、
心
を
も
ち
定
申
事
候
、
貴
所
も
其
御
分
別
専
一
候
、

一ｂ、御
お
ん
み
つ
の
段
、
肝
要
候
、
其
刻
迄
い
ら
れ
候
く
す
し
衆
ニ
も
無
御
失
念
き
し

や
う
を
御
か
ゝ
せ
あ
る
へ
く
候
、

一ｃ、御
こ
し
や
う
衆
、
自
然
御
と
も
申
候
は
ん
な
と
ゝ
の
覚
悟
も
あ
る
へ
く
候
、
御
お

ん
み
つ
と
候
も
、
殿
之
御
跡
ま
て
の
た
め
に
て
候
ニ
、
只
今
さ
や
う
の
事
候
て

ハ
、
可
為
不
忠
候
、
敵
出
申
候
時
御
用
ニ
立
、
打
死
つ
か
ま
つ
る
へ
く
候
、
敵
も

出
不
申
、
世
上
し
つ
か
ニ
候
て
、
御
さ
う
れ
い
な
と
も
候
時
、
お
も
ひ
き
り
た
る

覚
悟
見
せ
ら
れ
候
へ
は
、
殿
之
御
為
、
其
身
之
こ
ゝ
ろ
さ
し
不
可
有
比
類
候
、

能
々
其
心
得
肝
要
之
由
、
お
ん
み
つ
を
以
可
被
仰
候
、
何
と
御
か
く
し
候
て
も
、

さ
や
う
の
事
と
し
め
き
申
候
て
□

〔
ハ
ヵ
〕、

不
可
然
候
、
目
出
可
為
御
長
久
候
へ
共
、
か

や
う
の
事
申
候
も
、
御
祈
祷
に
て
候
、
万
ニ
御
せ
い
可
被
入
候
、

一ｄ、高
屋
へ
は
細
々
不
及
書
状
、
能
々
可
被
仰
候
、
真
江
ニ
も
被
申
候
へ
と
、
被
仰
候

て
可
然
候
、

一ｅ、池
・
伊
事
、
是
又
真
江
被
越
候
て
、
以
後
之
様
躰
如
何
候
哉
、
急
度
相
調
候
様
ニ
、

御
馳
走
御
機
遣
専
一
候
、
書
中
も
如
何
申
候
哉
、
心
中
可
有
御
推
量
候
、
恐
々

謹
言
、六

月
廿
三
日

久
秀
（
花
押
）

「（
ウ
ハ
書
）（

墨
引
）

松
少

石
主

進
之
候

久
秀
」

実
は
こ
の
二
通
は
、『
遺
文
』
で
は
長
慶
の
息
義
興
の
死
没
に
関
わ
る
も
の
と
さ

れ
、
永
禄
六
年
に
編
年
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
義
興
は
八
月
二
十
五
日
没
）。
果

た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
分
析
し
て
い
く
が
、
行
論
の
都
合
上
（
史
料
②
）

か
ら
見
て
い
こ
う
。
以
下
が
大
意
で
あ
る
（
一
～
四
条
迄
）。

②
ａ
道
三
が
下
向
さ
れ
、
診
察
さ
れ
た
と
の
こ
と
、
こ
ち
ら
に
も
連
絡
あ
り
ま
し

た
。
釈
尊
や
八
幡
も
生
を
受
け
た
者
は
死
ぬ
べ
き
定
め
と
は
言
い
な
が
ら
、
痛
ま
し

く
、
た
い
へ
ん
残
念
な
こ
と
よ
と
、
気
も
心
も
消
え
て
し
ま
い
そ
う
な
心
持
ち
で
す

が
、
そ
の
よ
う
に
動
揺
し
て
は
情
け
な
い
と
思
い
、
ま
た
跡
継
ぎ
の
こ
と
を
あ
れ
こ

れ
言
っ
て
は
、
却
っ
て
（
殿
の
）
心
痛
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
、（
私
の
）
考
え

が
通
る
と
信
じ
、
心
を
し
っ
か
り
と
持
つ
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
あ
な
た
も
そ
の
よ

う
な
覚
悟
が
大
事
で
す
。

②
ｂ
「
隠
密
」
の
こ
と
、
大
事
で
す
。
ご
臨
終
に
立
ち
会
う
薬
師
衆
に
も
、
忘
れ
な

い
よ
う
に
起
請
文
を
書
か
せ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

②
ｃ
小
姓
衆
が
、
も
し
も
の
時
は
殉
死
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
隠
密
」
に
す
る
の
も
殿
の
跡
の
こ
と
を
考
え
て
の
こ
と
な
の
に
、（
戦
時
体
制
の
）

今
殉
死
な
ど
す
る
の
は
却
っ
て
不
忠
で
す
。
敵
と
戦
っ
て
討
ち
死
に
す
る
の
が
忠
で

あ
る
の
に
、
敵
も
い
な
く
な
っ
て
世
上
が
静
ま
り
、
葬
儀
が
行
わ
れ
る
際
に
、
そ
の

覚
悟
を
見
せ
る
こ
と
が
、
殿
の
た
め
、
本
人
達
の
志
に
も
叶
う
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
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で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
旨
よ
く
よ
く
理
解
す
る
よ
う
「
隠
密
」
に
お
伝
え
下
さ

い
。
い
か
に
隠
し
て
も
（
殉
死
を
す
る
な
ど
と
）
騒
ぎ
立
て
て
は
、
け
し
か
ら
ん
こ

と
で
す
。
き
っ
と
（
殿
は
）
長
生
き
さ
れ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
申
す
の
も
、
一
種
の
祈
祷
で
す
。
全
て
に
気
を
抜
か
な
い
よ
う
に
。

②
ｄ
高
屋
に
い
る
畠
山
に
は
書
状
で
は
な
く
、
直
接
話
し
て
伝
え
る
よ
う
に
。

友
通
が
「
殿
」
の
様
子
を
細
か
に
伝
え
て
き
た
事
に
対
し
て
の
久
秀
の
返
信
で
あ

る
。
久
秀
は
大
和
多
聞
山
に
居
り
、
相
手
の
友
通
は
河
内
飯
盛
山
城
で
長
慶
の
側
に

つ
い
て
い
た
か
、
三
好
政
権
の
本
拠
地
摂
津
芥
川
城
に
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

②
ａ
か
ら
は 

、
久
秀
の
「
殿
」
に
対
し
て
の
、
い
わ
ば
「
熱
い
」
敬
慕
の
情
、

主
従
の
強
い
結
び
つ
き
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
ｂ
に
は
、「
殿
」
が
死
去
し
た
場
合
、「
隠
密
」
に
す
る
こ
と
、
そ
の
点
を
薬
師

＝
医
者
に
も
誓
わ
せ
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。

②
ｃ
で
は
、
小
姓
衆
が
「
殿
」
の
死
に
殉
じ
る
動
き
が
あ
る
が
、
殉
死
な
ど
し
な

い
よ
う
命
じ
て
い
る
。

続
い
て
（
史
料
①
）
の
内
容
。

①
ａ
今
暁
に
薬
、
今
朝
は
「
お
も
ゆ
」
も
口
に
さ
れ
、
具
合
も
よ
く
、
孫
右
に
も
返

答
さ
れ
た
と
の
こ
と
、
目
出
た
い
で
す
。

①
ｂ
半
井
驢
庵
が
下
向
し
て
診
察
さ
れ
た
と
の
こ
と
、
そ
う
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
ま

し
た
。

①
ｃ
皆
々
油
断
し
な
い
よ
う
心
懸
け
る
の
が
大
事
で
す
。
全
力
で
こ
と
に
あ
た
っ
て

く
だ
さ
い
。
通
り
一
遍
の
こ
と
と
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

①
ｅ
大
変
な
時
な
の
に
、
懇
切
な
手
紙
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

①
ａ
か
ら
は
、
六
月
二
十
日
以
前
に
人
事
不
省
に
陥
り
、
二
十
二
日
に
や
や
持
ち

直
し
、
や
っ
と
薬
や
「
お
も
ゆ
＝
重
湯
」
を
口
に
し
、
側
に
控
え
て
い
た
と
思
わ
れ

る
「
孫
右
」
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
返
答
し
た
こ
と
が
特
記
さ
れ
る
程
の
容
態
で

あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
（
実
際
約
十
日
後
に
死
去
）。

①
ｂ
に
は
、
曲
直
瀬
道
三
（
②
ａ
）
の
他
、
半
井
蘆
庵
も
診
察
に
訪
れ
て
い
た
こ

と
が
見
え
る
。

右
の
二
通
の
文
書
か
ら
読
み
取
れ
る
点
を
ま
と
め
る
と
、

・「
殿
」
の
容
態
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
が
そ
の
主
題
で
あ
る
こ
と
。

・
二
日
続
け
て
の
手
紙
の
や
り
と
り
。
→
こ
れ
は
事
態
が
切
迫
し
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。（
①
ｃ
・
ｄ
か
ら
も
窺
え
る
）

・「
殿
」
の
死
に
つ
い
て
既
に
覚
悟
し
て
い
る
。
→
病
状
は
そ
れ
程
重
篤
で
あ
っ
た
。

・
久
秀
・
友
通
と
も
「
殿
」
の
容
態
を
痛
ま
し
く
思
っ
て
い
る
。

・
久
秀
は
「
跡
」
＝
後
継
者
に
不
満
が
あ
る
。

・「
殿
」
の
死
去
を
「
隠
密
」
に
す
る
こ
と
が
相
談
さ
れ
、
確
定
し
て
い
る
。
診
察

し
た
医
者
に
も
口
止
め
を
行
っ
て
い
る
。

・
小
姓
衆
が
殉
死
す
る
動
き
が
あ
る
。
→
周
辺
に
も
永
く
な
い
こ
と
が
認
識
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
だ
い
ぶ
前
か
ら
容
態
が
悪
い
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。

と
な
ろ
う
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
を
、「
殿
」
に
注
目
し
て
３
点
に
整
理
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

Ａ
久
秀
・
友
通
の
「
殿
」
へ
の
思
い
／
②
ａ
・
②
ｃ

Ｂ
「
殿
」
の
死
去
を
隠
密
に
す
る
／
②
ｂ
・
②
ｃ

Ｃ
「
殿
」
は
長
患
い
を
し
て
お
り
、
か
つ
重
篤
で
、
周
囲
は
死
を
覚
悟
し
て
い
る
／

①
ａ
・
①
ｂ
・
②
ａ
・
②
ｃ

こ
う
な
る
と
「
殿
」
と
は
だ
れ
の
こ
と
か
？

が
本
章
に
お
け
る
最
大
の
焦
点
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
長
慶
で
あ
る
。

Ａ
は
と
も
か
く
、
Ｂ
の
長
慶
の
死
が
伏
せ
ら
れ
た
件
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
し
、

Ｃ
に
つ
い
て
も
長
慶
は
六
年
八
月
に
義
興
を
失
っ
た
辺
り
か
ら
病
ん
で
い
た
と
さ
れ

て
い
る）

（
（

。
で
あ
る
な
ら
ば
「
殿
」
と
は
長
慶
の
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
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す
な
わ
ち
二
通
と
も
長
慶
の
死
去
直
前
の
病
状
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
見
る
べ
き

な
の
で
あ
る
。

で
は
一
方
の
、
永
禄
六
年
、
長
兄
の
息
子
義
興
の
病
に
つ
い
て
の
文
書
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
次
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
い
ず
れ
も
『
醍
醐
寺
文
書
』
で
、
幕
府
御
供

衆
の
大
和
晴
完
お
よ
び
、
元
信
濃
守
護
で
当
時
在
京
し
て
い
た
小
笠
原
長
時
か
ら
醍

醐
寺
門
跡
に
充
て
ら
れ
た
書
状
で
、
年
次
は
全
て
永
禄
六
年
で
よ
い
。

（
史
料
③
）
大
和
晴
完
書
状）

（
（

尚
々
護
摩
事
、
今
日
よ
り
被
焼
候
様
、
被
申
入
之
由
候
、
か
し
く
、

態
申
入
候
、
仍
三
好
筑
前
守
、
一
昨
日
よ
り
傷
寒
出
候
□
、
熱
気
様
相
煩
之
由
申
来

候
、
就
其
護
摩
之
儀
、
御
門
跡
様
へ
申
入
度
之
由
申
候
、
則
被
焼
候
様
、
相
心
得
可

申
上
之
旨
、
申
事
候
、（
中
略
）

六
月
廿
二
日

晴
完
（
花
押
）

治
部
卿
殿

（
見
返
ウ
ハ
書
略
）

（
史
料
④
）
大
和
晴
完
書
状）

（
（

尚
々
筑
前
守
得
少
験
之
由
、
申
上
候
間
、
可
御
心
安
候
、
此
旨
御
申
あ
る
へ
く

候
、
忩
申
候
間
、
不
能
巨
細
候
、
か
し
く
、

一
昨
日
者
、
被
成
下

御
書
候
、
忝
奉
存
候
、
仍
筑
前
守
撫
物
之
事
、
申
て
進
上
申

候
、
当
年
廿
二
歳
に
て
候
、
護
摩
之
御
儀
、
別
而
被
入
御
情
候
者
、
猶
々
忝
可
存

与
、
相
心
得
可
申
入
之
由
候
、
得
少
験
候
由
、
申
来
候
間
、
可
然
存
候
、
為
御
使
芥

河
へ
今
日
罷
下
候
間
、
道
三
方
可
申
入
候
、
此
旨
可
被
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
廿
四
日

晴
完
（
花
押
）

治
部
卿
殿

（
見
返
ウ
ハ
書
略
）

（
史
料
⑤
）
大
和
晴
完
書
状）

（
（

御
書
被
成
下
候
、
謹
而
致
頂
戴
候
、
忝
奉
存
候
、
仍
護
摩
儀
、
今
日
為
御
結
願
、
御

巻
数
并
目
録
被
下
候
、
明
日
早
々
差
下
可
申
候
、
定
而
忝
可
存
候
、
追
而
可
得
尊
意

候
、
其
時
可
申
上
候
、（
中
略
）
為
御
使
芥
河
へ
罷
下
、
一
昨
日
罷
上
候
、
筑
前
守

得
大
験
候
間
、
諸
人
満
足
仕
候
、
種
々
御
祈
念
之
験
存
計
候
、
御
料
物
事
軈
而
可
参

候
間
、
追
々
可
得
貴
意
候
、
此
等
之
趣
可
被
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
廿
八
日

晴
完
（
花
押
）

「（
折
紙
見
返
ウ
ハ
書
）

大
和
宮
内
大
輔

治
部
卿
殿

晴
完
」

（
史
料
⑥
）
小
笠
原
長
時
書
状）

（
（

御
書
謹
而
拝
見
仕
候
、
如
尊
意
其
以
来
遥
不
申
上
候
、
背
本
意
候
之
事
、
迷
惑
候
、

随
而
筑
前
守
難
儀
相
煩
候
之
条
、
万
事
咲
止
存
候
処
、
道
三
薬
被
相
当
、
如
形
得
減

気
、
先
以
御
心
安
可
被
思
召
候
、
殊
御
祈
念
之
由
蒙
仰
候
、
彼
是
以
急
度
平
喩
仕
候

事
、
一
身
之
満
足
存
候
、（
中
略
）
恐
々
謹
言
、

六
月
廿
九
日

長
時
（
花
押
（（
）

「（
折
紙
見
返
ウ
ハ
書
）

（
墨
引
）
小
笠
原
大
膳
大
夫
入
道

宰
相
法
橋
御
坊

長
時
」

（
史
料
⑦
）
大
和
晴
完
書
状）

（
（

尚
々
御
料
物
事
、
軈
而
可
参
候
と
存
候
、
急
可
申
候
、
又
先
度
之
儀
、
猶
々
御

才
覚
ま
て
専
一
候
、
妙
心
院
迄
委
曲
申
候
、
か
し
く
、

其
後
者
不
申
入
候
、
仍
先
度
之
筑
前
守
申
入
候
護
摩
御
事
、
早
速
御
修
行
候
而
、
御

巻
数
被
下
則
頂
戴
仕
候
、
一
段
忝
之
由
、
能
々
心
得
可
申
上
之
御
事
候
、
さ
様
験
ニ

本
服
仕
候
、
満
足
此
事
候
由
申
来
候
、（
中
略
）
恐
々
謹
言
、
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七
月
七
日

晴
完
（
花
押
）

「（
折
紙
見
返
ウ
ハ
書
）

（
墨
引
）

大
宮

治
部
卿
殿

晴
完
」

三
好
筑
前
守
義
興
が
、
六
月
二
十
日
に
「
傷
寒
」
に
か
か
り
、
発
熱
し
た
の
で
、

醍
醐
寺
へ
護
摩
を
焚
く
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
（
史
料
③
）。
二
十
四
日
に
大
和
は

将
軍
の
「
御
使
」
と
し
て
芥
河
城
に
下
り
（
こ
の
時
点
で
道
三
は
芥
河
城
に
い
た
模

様
）（
史
料
④
）、
義
興
が
回
復
し
た
の
で
二
十
六
日
に
京
都
に
戻
っ
て
い
る
（
史
料

⑤
）。（
史
料
⑥
）
で
は
、
道
三
の
薬
効
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
七
月
七
日
段
階

で
は
「
本
服
」
し
た
と
み
ら
れ
る
（
史
料
⑦
）。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
芥
川
山
城
に
い
た
義
興
は
六
月
二
十
日
に
「
傷
寒
」（
＝

チ
フ
ス
か
）
に
よ
り
「
高
熱
」
が
出
た
が
、
道
三
の
処
方
し
た
薬
が
効
い
た
よ
う
で

程
な
く
回
復
し
た
、
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
度
の
義
興
の
病
は
そ
れ
ほ
ど
重

く
は
な
く
、
命
に
か
か
わ
る
程
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
そ
こ
ま
で
の
切
迫
感
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
二
十
二
日

に
初
め
て
祈
祷
の
護
摩
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
急
病
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
か

ら
長
く
煩
っ
て
は
い
な
い
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。
簡
単
に
整
理
す
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

六
月
二
十
日
に
発
病
→
二
十
二
日
に
祈
祷
依
頼
→
二
十
四
日
時
点
で
既
に
道
三

診
察
→
二
十
六
日
病
大
験
を
得
る
→
二
十
九
日
に
は
一
段
落

旧
暦
六
月
と
言
え
ば
真
夏
で
あ
り
、
当
時
の
衛
生
状
況
を
鑑
み
れ
ば
容
易
に
重
篤

化
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
、
今
回
の
「
傷
寒
」
が
二
ヶ
月
後
（
八
月
二
十
五

日
）
の
死
に
全
く
関
係
無
か
っ
た
と
ま
で
は
言
い
き
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
直
接

の
死
因
と
は
考
え
が
た
い
（
死
因
は
黄
疸
と
の
説
も
あ
り
）。

で
は
こ
れ
ら
の
点
を
、（
史
料
①
・
②
）
に
つ
い
て
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
点
と
付
き
合
わ

せ
て
み
よ
う
。

Ａ
「
殿
」
に
対
す
る
思
い
（
松
永
・
石
成
と
「
殿
」
と
の
関
係
）
／
（
史
料
③
～

⑦
）
に
見
え
る
急
病
に
対
し
、（
史
料
②
）
の
よ
う
な
反
応
・
感
慨
を
示
す
で
あ
ろ

う
か
。
二
十
日
の
発
病
、
し
か
も
急
病
に
対
し
て
、
わ
ず
か
二
・
三
日
後
に
こ
こ
ま

で
深
刻
な
話
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
よ
り
も
久
秀
は
、
二
ヶ
月
前
の
時
点
で
義
興

と
「
不
和
」
が
噂
さ
れ
る
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た）

11
（

。
無
論
、
天
野
氏
も
否
定
さ
れ
る

よ
う
に
、
久
秀
が
義
興
を
毒
殺
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
話
は
後
世
の
捏
造
で
あ
ろ
う

が
、
両
者
の
不
仲
が
京
都
の
寺
僧
で
も
知
り
う
る
程
度
に
流
布
し
て
い
る
と
い
う
事

実
は
見
逃
せ
な
い
。

さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
相
手
の
友
通
と
共
通
の
感
情
が
あ
れ
ば
こ
そ
、（
史
料

②
）
の
よ
う
な
文
章
を
書
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
久
秀
・
友
通
の
履
歴
を
考

え
れ
ば
自
明
で
、
両
者
と
も
長
慶
に
取
り
立
て
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
出
世
し
た
、
い
わ

ば
股
肱
の
臣
で
あ
っ
た
。
天
野
氏
の
近
著
で
も
、
実
は
久
秀
は
長
慶
に
対
し
一
度
も

叛
し
た
こ
と
が
な
く
、
生
涯
忠
実
な
臣
下
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
友

通
に
つ
い
て
は
、
史
料
が
乏
少
で
、
は
っ
き
り
と
断
言
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
出
世

の
経
緯
を
考
え
れ
ば
、
久
秀
と
同
様
、
長
慶
と
は
非
常
に
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
家

臣
と
み
て
よ
か
ろ
う）

1（
（

。（
史
料
①
・
②
）
は
、
そ
の
い
わ
ば
長
慶
腹
心
同
士
の
や
り

取
り
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。「
殿
」
は
長
慶
以
外
に
考
え
難
い
。

Ｂ
「
お
ん
み
つ
（
隠
密
）」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
／
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
義
興
に
関

し
て
は
、
発
病
と
ほ
ぼ
同
時
に
三
好
政
権
外
に
漏
れ
て
い
る
。
一
方
で
長
慶
の
死
に

つ
い
て
は
同
時
期
の
史
料
に
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
葬
儀
が
行
わ
れ
た
永
禄
九
年
に
初

め
て
公
に
な
り
、
情
報
統
制
が
完
全
に
成
功
し
て
い
た
。

Ｃ
長
患
い
・
死
を
覚
悟
／
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
義
興
は
急
病
で
あ
り
、
周
囲
が

死
を
覚
悟
す
る
ほ
ど
の
時
間
は
な
い
。「
御
小
姓
衆
」
の
殉
死
に
つ
い
て
も
、
二
十

日
発
病
で
、
二
十
三
日
以
前
に
小
姓
が
殉
死
の
覚
悟
を
す
る
と
い
う
の
も
余
り
に
気

が
早
い
。
こ
れ
も
や
は
り
長
慶
に
対
し
て
な
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
見
た
方
が
自
然
で

あ
る
。
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さ
ら
に
、
当
時
の
記
録
に
当
た
っ
て
み
る
と
、
ま
さ
に
（
史
料
①
）
の
永
禄
七
年

六
月
二
十
二
日
に
、
三
好
義
継
が
上
洛
し
て
義
輝
に
挨
拶
し
て
い
る
の
で
あ
る）

1（
（

。
こ

れ
は
長
慶
が
い
よ
い
よ
回
復
の
見
込
み
が
無
い
こ
と
が
分
か
り
、
ダ
メ
押
し
で
後
継

者
が
義
継
で
あ
る
こ
と
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
か）

1（
（

。
こ
の
義
継
に
つ
い
て
言
え
ば
、（
史
料
②
）
で
、
久
秀
が
「
跡
」
に
不
満
を

抱
い
て
い
た
ら
し
い
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
事
実
、
長
慶
死
後
、
久
秀
は

義
継
と
袂
を
分
か
つ
の
で
あ
る
。

以
上
、『
遺
文
』
に
掲
載
さ
れ
た
二
通
の
石
成
友
通
あ
て
松
永
久
秀
書
状
は
、
永

禄
七
年
に
比
定
さ
れ
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
長
慶
病
没
直
前
の
周
囲
の

状
況
・
対
応
を
具
体
的
に
示
す
、
極
め
て
貴
重
な
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し

た
、
と
い
う
の
が
本
章
の
結
論
と
な
る
。

二
、
十
河
一
存
の
和
泉
国
支
配
に
ま
つ
わ
る
史
料

三
好
氏
が
、
そ
の
本
拠
地
阿
波
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
早
く
か
ら
和
泉
堺
を
制
圧

下
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
和
泉
一
国
に
対
す
る
支
配
を
及

ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
程
古
い
こ
と
で
は
な
く
、
先
行
研
究
で
は
、
弘
治

年
間
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
根
拠
は
、
実
は
『
両
家
記
』
永
禄
元
年
九
月
六

日
条
に
見
え
る
、
長
慶
の
実
弟
十
河
一
存
が
和
泉
に
帰
っ
た
（「
泉
州
に
御
帰
り

候
」）
と
い
う
記
述
の
み
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
和
泉
を
岸
和
田
と
読
み
か
え

る
こ
と
で
、
永
禄
元
年
段
階
で
一
存
が
岸
和
田
城
に
入
っ
て
和
泉
を
支
配
し
て
い
た

と
す
る
。
し
か
し
泉
州
＝
岸
和
田
と
い
う
の
も
拡
大
解
釈
で
、
普
通
に
考
え
れ
ば
泉

州
＝
堺
、
つ
ま
り
も
と
も
と
拠
点
の
あ
っ
た
堺
に
帰
っ
た
と
読
ん
だ
方
が
自
然
で
は

な
か
ろ
う
か
。

当
該
期
の
和
泉
国
に
つ
い
て
は
、
守
護
代
松
浦
守
が
統
治
し
て
い
て
三
好
長
慶
方

で
あ
っ
た
も
の
の
、
守
は
天
文
末
頃
～
弘
治
年
間
に
没
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
に
つ

い
て
は
史
料
が
全
く
残
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
松
浦
氏
が
長
慶
方
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
実
な
の
は
、
天
文
年
間
迄
と
永
禄
四
年
以
降
で
あ
り
、
弘
治
～
永
禄
三
年
の
間

は
不
明
で
、
先
行
研
究
の
述
べ
る
と
こ
ろ
も
、
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
て
い
な
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る）

1（
（

。

実
は
こ
の
点
を
明
ら
か
に
で
き
る
文
書
が
『
遺
文
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
管
見
の
限
り
利
用
し
た
研
究
は
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
を
読
み
込
む
こ
と
で
長
慶

方
＝
十
河
一
存
の
和
泉
に
お
け
る
活
動
を
探
り
、
そ
の
上
で
「
十
河
一
存
が
岸
和
田

城
に
入
っ
た
の
は
い
つ
か
」
を
確
定
す
る
こ
と
で
、
関
係
史
料
の
年
代
比
定
を
行
う

こ
と
と
し
た
い
。

対
象
と
す
る
の
は
、
次
の
香
西
元
成
・
三
好
政
生
（
宗
渭
）
連
署
書
状
（『
遺

文
』
二
一
一
八
）
で
あ
る
。

（
史
料
⑧
）

梶
肥
儀
、
早
々
可
被
差
下
之
処
、
従
若
州
代
物
遅
々
ニ
付
、
菟
角
被
成
御
延
引
候
、

更
非
御
油
断
候
、
於
様
躰
者
、
梶
可
被
申
入
候
、
然
者
唯
今
儀
、
雖
不
甲
斐
ニ
候
、

調
次
第
、
先
々
御
兵
粮
米
被
遣
候
、
相
残
儀
、
涯
分
可
仕
候
、
今
少
之
儀
候
間
、
定

而
若
州
之
儀
も
不
可
有
御
別
儀
候
、
年
内
者
既
無
余
日
候
間
、
正
月
ニ
者
急
度
従

上
等
被
仰
越
之
様
、
為
両
人
可
申
上
候
、
将
又
爰
元
之
儀
、
具
梶
へ
申
候
間
、
可
被

申
分
候
、
随
而
泉
州
之
儀
、
弥
松
浦
堅
固
之
儀
候
、
従
河
州
別
而
被
加
強
力
、
一
段

馳
走
共
候
、
近
日
も
根
来
寺
へ
従
安
作
越
使
者
、
此
砌
松
浦
事
、
深
重
可
被
入
精
之

由
申
候
、
并
為
音
信
、
馬
樽
三
十
荷
・
塩
硝
五
百
斤
遣
ニ
、
根
来
寺
満
足
不
及
是
非

候
、
十
民
調
儀
者
、
相
城
ヲ
付
度
存
分
ニ
候
、
就
其
根
来
寺
惣
分
談
合
者
、
十
河
就

相
築
城
者
、
一
山
打
移
、
以
一
戦
可
相
果
由
候
、
南
方
之
儀
者
、
猶
以
可
然
事
可
出

来
候
条
、
可
御
心
易
候
、
少
モ
珍
儀
候
者
、
雖
為
月
迫
、
態
可
申
入
候
、
呉
々
今
度

梶
肥
長
々
逗
留
、
辛
労
共
無
是
非
候
、
能
々
可
被
加
御
詞
事
専
用
候
、
目
出
追
而
可

申
述
候
間
、
不
能
再
筆
候
、
恐
々
謹
言
、

十
二
月
九
日

政
生
（
花
押
）
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元
成
（
花
押
）

波
孫

御
宿
所）

1（
（

細
川
晴
元
被
官
で
反
長
慶
方
で
あ
っ
た
三
好
政
生
（
宗
渭
・
釣
閑
斎
）
と
香
西
元

成
か
ら
、
同
じ
く
晴
元
被
官
の
丹
波
国
人
波
多
野
元
秀
へ
の
書
状
で
あ
る
。
こ
の
時

に
、
政
生
・
元
成
が
ど
こ
に
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
若
狭
か
ら
代
物
が
届
か
な

い
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
京
都
近
郊
か
摂
津
で
あ
ろ
う
か
。
前
半
は
波
多
野
か
ら
派

遣
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
梶
肥
」
な
る
人
物
の
帰
投
が
遅
く
な
っ
た
こ
と
、
当
座
は

兵
糧
米
し
か
送
れ
な
い
事
を
詫
び
て
い
る
。
注
目
す
る
の
は
後
半
、
和
泉
国
内
の
状

況
に
つ
い
て
語
っ
た
部
分
で
あ
る
。
以
下
要
約
を
示
す
。

「
松
浦
」
が
「
堅
固
」
で
あ
り
、
河
内
（
安
見
）
か
ら
も
援
軍
が
来
て
、
さ
ら
に

安
見
か
ら
根
来
寺
に
も
松
浦
を
支
え
て
く
れ
る
よ
う
使
者
を
出
し
た
。
煙
硝
等
を

送
っ
た
の
で
、
根
来
寺
も
満
足
し
て
い
る
。
一
方
で
十
河
方
の
作
戦
は
、
松
浦
氏
の

城
に
対
し
て
相
城
を
築
こ
う
と
い
う
も
の
だ
。
こ
れ
に
関
し
て
根
来
寺
は
、
も
し
城

を
築
く
な
ら
ば
、
全
山
で
攻
撃
を
仕
掛
け
る
つ
も
り
ら
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
南
部

戦
線
は
う
ま
く
い
く
で
し
ょ
う
か
ら
、
心
配
ご
無
用
で
す
。

特
に
注
目
し
た
い
の
が
以
下
の
各
点
で
あ
る
。

①
松
浦
氏
（
＝
岸
和
田
城
）
は
「
堅
固
」

②
十
河
方
は
「
相
城
」
を
築
く
構
え
→
松
浦
は
反
長
慶
方

③
安
見
宗
房
が
河
内
か
ら
援
軍
を
出
し
つ
つ
根
来
寺
に
も
支
援
を
要
請

④
根
来
寺
は
十
河
攻
撃
の
準
備
を
整
え
る
（
煙
硝
五
百
斤
→
大
量
の
鉄
砲
を
所
持
）

⑤
松
浦
・
安
見
（
河
内
）・
根
来
寺
が
同
盟
関
係
に
あ
る

以
上
を
抑
え
た
上
で
、
こ
の
書
状
の
年
代
を
考
え
て
み
よ
う
。
香
西
元
成
の
死
没

が
永
禄
三
年
十
月
で
あ
る
の
で
そ
れ
以
前
、
根
来
寺
が
十
河
方
と
戦
っ
た
の
が
永
禄

二
年
五
月
、
か
つ
二
年
十
二
月
に
は
、
河
内
の
安
見
氏
が
和
泉
へ
援
軍
を
送
る
余
裕

香西元成・三好政生連署書状第1紙（大村市歴史資料館蔵）

同上第2紙
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は
無
い
（
長
慶
方
に
敗
れ
北
河
内
の
飯
盛
城
に
敗
走
）
の
で
、
元
年
以
前
ま
で
絞
れ

る
。
で
は
一
存
の
和
泉
地
域
で
の
活
動
が
初
め
て
見
ら
れ
る
の
は
い
つ
か
。
既
往
の

研
究
は
、
前
述
し
た
『
両
家
記
』
の
永
禄
元
年
九
月
六
日
条
に
拠
っ
て
、
弘
治
三
年

頃
と
す
る
も
の
の
根
拠
と
す
る
に
は
弱
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
こ
で
手
が
か
り
に
な
る
の
が
、
反
三
好
派
で
あ
る
三
好
政
生
と
香
西
元
成
が
、

松
浦
方
（
河
内
安
見
・
根
来
寺
）
の
み
な
ら
ず
、
十
河
方
の
予
定
し
て
い
る
作
戦
ま

で
把
握
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
解
く
カ
ギ
が
、
永
禄
元
年
九
月
に
政
生
が
京

都
吉
田
神
社
に
お
い
て
石
成
友
通
と
会
談
を
持
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

政
生
は
、
こ
こ
で
長
慶
方
と
講
和
に
向
け
た
動
き
を
開
始
し
た
と
み
ら
れ
る
が）

1（
（

、
こ

の
時
点
で
晴
元
に
背
い
た
訳
で
は
な
く
、
晴
元
に
属
し
た
ま
ま
長
慶
方
に
接
近
し
た

の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
波
多
野
元
秀
と
も
文
通
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
政
生
は
九
月
以
降
両
陣
営
と
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
十
河
方
の
作
戦
を
把
握
し
て
い
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
本
文
書
は
永
禄
元
年

が
相
応
し
く
、
十
二
月
段
階
で
は
、
松
浦
氏
が
反
長
慶
方
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
定
す

る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
記
述
を
踏
ま
え
て
当
該
期
の
政
治
状
況
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

本
章
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
弘
治
年
間
の
松
浦
氏
自
体
の
動
向
は
不
明
で
あ

る
。
た
だ
天
文
二
十
年
段
階
ま
で
は
松
浦
氏
が
長
慶
方
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
だ
と

す
る
と
、
そ
の
後
松
浦
守
と
、
和
泉
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
河
内
の
遊
佐
長
教

（
長
慶
方
）
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
没
し
た
こ
と
で
、
岸
和
田
を
中
心
と
し
た
南
泉
地
域

は
混
乱
に
陥
り
、
守
亡
き
後
の
松
浦
氏
は
反
長
慶
方
に
転
じ
た
と
推
測
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
こ
と
で
、
永
禄
初
年
の
長
慶
方
に
よ
る
和
泉
侵
攻
＝
松
浦

氏
が
反
長
慶
方
に
あ
っ
た
こ
と
の
説
明
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。

（
史
料
⑧
）
に
よ
れ
ば
、
永
禄
元
年
十
二
月
段
階
で
、「
松
浦
堅
固
」
と
あ
っ
て
岸

和
田
城
が
反
長
慶
方
と
し
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
河
内
の
安
見
か
ら
「
強
力

＝
合
力
」
が
行
わ
れ
て
、
十
河
方
と
対
峙
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

に
対
し
、
十
河
方
の
作
戦
が
、
岸
和
田
城
に
対
す
る
「
相
城
」
を
築
き
、
攻
撃
を
行

う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
根
来
寺
側
は
そ
れ
を
全
力
で
阻
止
す
る
と
表
明
し
て
い

る
。
こ
の
対
立
の
結
果
と
し
て
起
こ
っ
た
の
が
『
両
家
記
』
に
あ
る
永
禄
二
年
五
月

二
十
七
日
の
戦
闘
で
あ
ろ
う
。
長
慶
方
は
、
摂
津
衆
も
投
入
し
て
十
河
方
の
支
援
に

あ
た
っ
た
が
敗
北
し
た
。
長
慶
方
の
岸
和
田
城
攻
め
は
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
死
者
が
「
十
人
計
」
と
あ
る
よ
う
に
大
規
模
な
戦
闘
で
は
な
く
、
大
け
が
を
す
る

前
に
引
き
上
げ
た
と
見
ら
れ
る
。
理
由
は
こ
の
時
期
の
長
慶
方
の
軍
事
行
動
の
重
点

は
河
内
の
安
見
氏
攻
略
に
あ
っ
た
か
ら
で
、
こ
の
前
後
に
河
内
関
係
の
戦
闘
が
多
く

記
さ
れ
て
い
る
（『
両
家
記
』）。
推
測
で
し
か
な
い
が
、
河
内
攻
略
期
間
の
和
泉
は

休
戦
状
態
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
（
あ
る
い
は
一
存
も
長
慶
と
と
も
に
河
内
へ
出

陣
し
て
い
た
か
）。

永
禄
二
年
七
月
以
降
、
長
慶
方
の
大
攻
勢
に
よ
り
、
河
内
の
状
況
が
長
慶
方
に
有

利
と
な
っ
て
い
き
、
八
月
に
は
長
慶
方
の
勝
利
と
な
っ
た
。
そ
の
上
で
、
翌
三
年
二

月
十
二
日
、
摂
津
衆
も
加
え
た
長
慶
軍
が
和
泉
に
攻
め
入
っ
た
（『
両
家
記
』）。
結

果
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
戦
闘
で
、
長
慶
方
は
松
浦
氏
を
中
心
と

し
た
和
泉
国
人
・
根
来
寺
連
合
軍
に
勝
利
し
、
松
浦
氏
は
長
慶
に
従
わ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か）

1（
（

。
長
慶
方
（
一
存
）
が
和
泉
国
内
に
影
響
力
を
行
使
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
日
以
降
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
こ
ま
で
の
推
移
が
問
題
な
け
れ
ば
、
先
行
研
究
で
利
用
さ
れ
て
い
る
次
の
無
年

号
文
書
の
年
代
も
検
討
し
直
す
必
要
が
出
て
く
る
。

Ａ
九
月
廿
八
日
付
法
隆
寺
印
清
書
状
（『
遺
文
』
参
考
７
１
）

Ｂ
拾
月
十
三
日
付
法
隆
寺
印
清
書
状
（『
遺
文
』
参
考
７
２
）

Ｃ
十
一
月
二
十
一
日
付
つ
ぼ
ね
消
息
（『
遺
文
』
参
考
７
３
）

Ｄ
十
二
月
十
二
日
付
根
来
寺
快
栄
書
状
（『
遺
文
』
参
考
７
５
）

の
四
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
通
は
、
部
分
部
分
が
つ
ま
み
食
い
的
に
使
わ
れ
て
い
る

の
み
で
、
実
は
こ
れ
ま
で
適
切
に
年
代
比
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
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ま
ず
Ａ
で
あ
る
が
、
内
容
を
適
記
す
る
と
、

法
隆
寺
領
和
泉
珍
南
庄
の
年
貢
が
十
河
方
に
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
。
九
条
家
か
ら

の
申
し
入
れ
ら
し
い
。
法
隆
寺
側
の
訴
え
を
聞
き
、
一
存
か
ら
松
浦
（
周
防
守
盛
）

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
松
浦
は
「
不
存
（
知
ら
な
い
）」
と
言
っ
て
き
た
。
な

ら
ば
と
り
あ
え
ず
（
十
河
方
が
）
差
し
押
さ
え
て
お
け
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
、
と
い
う
内
容）

1（
（

。

十
河
方
が
和
泉
国
内
の
庄
園
に
介
入
し
て
き
て
、
か
つ
一
存
の
下
問
に
岸
和
田
に

い
る
松
浦
が
答
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
点
で
松
浦
は
一
存
の
軍
門
に

降
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
九
条
家
（
稙
通
）
に
よ
る
口
入
は
、
稙
通
の
婿

で
あ
る
一
存
の
当
該
地
域
へ
の
影
響
力
を
念
頭
に
置
い
た
行
動
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う）

（1
（

。
す
な
わ
ち
一
存
が
健
在
で
和
泉
を
支
配
下
に
お
い
て
い
た
の
だ
か
ら
、
こ
の

文
書
は
永
禄
三
年
の
九
月
と
比
定
で
き
る
。

次
の
Ｂ
は
読
み
を
正
し
た
の
で
全
文
を
掲
げ
る
。

（
史
料
⑨
）

今
度
従
十
河
方
申
事
之
儀
付
、
先
度
致
住

〔
注
〕進

候
之
処
、
委
細
示
給
、
祝
着
令
申
候
、

仍
国
之
守
護
代
并
寺
田
方
以
、
此
間
色
々
噯
申
分
候
之
半
に
、
去
九
日
、
無
事
返
事

候
、
礼
銭
相
調
、
十
一
日
ニ
於
堺
十
河
方
へ
礼
に
罷
出
申
候
、
松
浦
方
・
十

（
十
河
）方

彼
是

礼
物
拾
九
貫
文
入
申
候
、
当
納
分
に
て
涯
分
馳
走
仕
度
覚
悟
候
へ
共
、
方
々
之
儀
候

間
、
如
此
候
、
寺
家
へ
之
書
状
共
相
調
、
可
致
上
洛
候
、
猶
勾
当
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

拾
月
十
三
日

印
清
（
花
押
）

年
会
五
師
御
坊

ま
い
る

Ａ
と
同
様
法
隆
寺
領
に
つ
い
て
の
文
書
で
あ
る
。
十
河
方
の
年
貢
抑
留
に
つ
き
、

印
清
が
守
護
代
＝
岸
和
田
（
松
浦
）
氏
や
松
浦
家
中
の
寺
田
氏
と
（
岸
和
田
城
で）

（1
（

）

交
渉
し
て
い
る
途
中
に
、
十
河
方
か
ら
手
紙
が
来
て
、
問
題
が
解
決
し
た
。
そ
の
礼

に
「
堺
に
い
る
」「
十
河
」
の
も
と
へ
向
か
っ
た
。
松
浦
方
・
十
河
方
そ
の
他
へ
の

礼
銭
が
十
九
貫
文
か
か
っ
た
。「
当
納
分
」
で
は
賄
い
き
れ
な
い
が
、
勘
弁
し
て
く

れ
と
の
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
松
浦
・
寺
田
は
岸
和
田
城
に

在
る
よ
う
だ
が
、「
十
河
方
」
へ
の
礼
は
堺
に
お
い
て
成
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
だ
一
存
は
岸
和
田
城
に
入
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
三
年
と
見
て
よ

か
ろ
う
。

直
後
の
十
月
十
五
日
、
畠
山
氏
と
連
合
し
て
安
見
氏
の
後
詰
め
に
行
っ
た
根
来
寺

勢
が
大
敗
を
喫
す
る
。
次
に
Ｃ
、
こ
れ
も
全
文
を
示
す
。

（
史
料
⑩
）

御
ふ
み
御
こ
ま
〳
〵
と
御
う
れ
し
く
お
ほ
さ
せ
お
は
し
ま
し
候
、
う
へ
さ
ま
き
し
の

わ
た
の
御
し
ろ
に
御
さ
候
て
、
一
か
う
つ
う
ろ
も
御
入
候
は
す
候
、
ね
こ
ろ
へ
の
御

つ
か
い
こ
ゝ
ほ
と
よ
り
は
一
か
う
な
ら
ぬ
御
事
に
て
候
ま
ゝ
、
ま
つ
そ
な
た
へ
の
ほ

り
の
御
事
に
て
候
、
は
る
は
る
く
た
さ
れ
候
に
、
御
せ
う
し
候
や
と
申
御
事
に
て

候
、
御
か
も
し
さ
ま
よ
り
御
返
事
御
申
候
は
ん
す
れ
と
も
、
そ〔

十
河
殿
〕

か
わ
と
の
へ
御
よ
う

候
て
御
る
す
の
御
事
に
て
候
ま
ゝ
、
わ
か
身
よ
り
申
入
ま
い
ら
せ
候
御
事
に
て
候
、

か
し
く
、
そ
も
し
へ
の
文
や
か
て
と
ゝ
け
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
め
て
た
く
又
々
か

し
く
、

「
十

（
折
紙
見
返
シ
奥
切
封
ウ
ハ
書
）

一
月
二
十
一
日

さ
か
い
よ
り

三
ほ
う
ゐ
ん
殿
御
う
ち

つ
ほ
ね

た
れ
に
て
も
御
ひ
ろ
う

」

堺
に
滞
在
し
て
い
た
九
条
稙
通
と
関
わ
り
の
あ
る
女
性
（
侍
女
カ
）
が
醍
醐
寺
三

宝
院
に
対
し
て
出
し
た
も
の
で
あ
る
。「
う
え
さ
ま
」
＝
稙
通
が
岸
和
田
城
に
い
る

の
だ
が
、（
戦
乱
で
）
通
路
が
塞
が
っ
て
い
て
根
来
寺
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
先

に
醍
醐
寺
へ
上
る
こ
と
に
し
た
。「
御
か
も
し
さ
ま
」（
＝
稙
通
母
カ
）
か
ら
三
宝
院
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へ
連
絡
し
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
が
、（
岸
和
田
に
い
る
）
十
河
殿
に
用
が
あ
っ
て
不

在
な
の
で
、
私
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

九
条
稙
通
が
根
来
寺
と
婿
の
一
存
と
の
仲
介
を
試
み
た
も
の
の
、
根
来
寺
へ
た
ど

り
着
け
ず
、
代
わ
り
に
根
来
寺
の
本
寺
に
あ
た
る
醍
醐
寺
に
廻
っ
て
、
事
態
の
打
開

を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
時
の
三
宝
院
門
跡
は
稙
通
の

叔
父
に
あ
た
り
、
そ
の
縁
を
活
か
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
稙
通
が
岸
和
田
に
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
婿
の
一
存
も
同
道
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
文
書
も
永
禄

三
年
で
矛
盾
は
無
い
。
す
な
わ
ち
永
禄
三
年
十
一
月
二
十
一
日
以
前
に
は
一
存
・
稙

通
と
も
岸
和
田
に
い
た
こ
と
に
な
る
。

最
後
の
Ｄ
で
あ
る
が
、
根
来
寺
浄
心
院
の
僧
か
ら
、
松
浦
氏
の
傍
輩
で
あ
る
和
泉

国
人
多
賀
氏
ヘ
の
書
状
で
あ
る
。
内
容
は
、
根
来
寺
が
知
行
の
保
全
に
つ
い
て
多
賀

に
相
談
し
た
も
の
。
文
中
に
「
一
存
岸
和
田
入
城
」
と
あ
り
、
こ
の
日
付
以
前
に
一

存
が
岸
和
田
城
に
入
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
Ｃ
と
も
符
合
す
る
。
し
た
が
っ

て
永
禄
三
年
の
も
の
。
根
来
寺
は
長
慶
方
に
敗
れ
た
直
後
。
前
後
関
係
が
わ
か
ら
ず

や
や
難
解
で
あ
る
が
、
敗
戦
に
よ
っ
て
根
来
寺
が
苦
境
に
陥
っ
て
い
た
様
子
が
読
み

取
れ
る
。
多
賀
氏
は
お
そ
ら
く
岸
和
田
氏
と
と
も
に
十
河
方
＝
長
慶
方
に
降
伏
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｂ
～
Ｄ
に
よ
っ
て
、
十
月
十
三
日
以
降
十
二
月
十
二
日
以
前
、
お
そ
ら
く
は
十
一

月
中
旬
頃
に
一
存
（
お
よ
び
九
条
稙
通
）
の
「
岸
和
田
入
城
」
が
実
現
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
Ａ
～
Ｄ
が
永
禄
三
年
で
、
一
存
の
岸
和
田
入
城
が
三
年
十
一
月
頃

と
な
れ
ば
、
次
に
あ
げ
る
、
こ
れ
ま
で
永
禄
二
年
か
三
年
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
長

慶
書
状
は
永
禄
四
年
に
決
ま
っ
て
く
る）

（（
（

。

（
史
料
⑪
）

泉
州
事
、
従
養
父
周
防
守
代
并
一
存
被
申
付
以
筋
目
、
無
相
違
可
有
御
存
知
候
、
為

其
以
一
札
申
候
、
恐
々
謹
言
、

卯
月
廿
三
日

長
慶
（
花
押
）

松
浦
万
満
殿

「（
裏
紙
奥
ウ
ハ
書
）

（
墨
引
）

松
浦
万
満
殿

長
慶
」

）
（（
（

長
慶
が
、
松
浦
家
を
継
い
だ
一
存
の
息
万
満
に
、
養
父
松
浦
（
岸
和
田
）
周
防
守

代
と
実
父
十
河
一
存
の
申
し
付
け
た
通
り
に
和
泉
を
治
め
る
よ
う
、
命
じ
た
文
書
で

あ
る
。

ま
ず
、
周
防
守
「
代
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
既
に
周
防
守
自
身
は
亡
く
な
っ

て
い
た
可
能
性
が
高
い）

（（
（

。
周
防
守
の
動
向
が
史
料
Ｂ
（
⑨
）
以
降
全
く
見
え
な
い
の

も
、
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
。

さ
ら
に
本
文
書
が
永
禄
四
年
で
あ
れ
ば
、
一
存
の
死
没
は
四
月
二
十
三
日
な
の

で
）
（（
（

、
長
慶
が
文
書
を
出
し
た
そ
の
日
に
一
存
は
没
し
た
こ
と
に
な
る
。
松
浦
家
中

は
、
一
存
の
余
命
が
い
く
ば
く
も
な
い
と
悟
り
、
慌
て
て
長
慶
か
ら
直
々
に
跡
継
ぎ

の
万
満
に
対
し
て
の
安
堵
状
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
長
慶
の
も

と
に
派
遣
し
た
使
い
が
戻
る
前
に
一
存
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

松
浦
家
中
は
、
こ
の
時
点
で
和
泉
支
配
の
柱
石
た
る
周
防
守
盛
・
一
存
二
人
が
ほ

ぼ
同
時
に
不
在
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
文
脈
に
乗
せ
る
と
、
次
の
、
永
禄
四
年
五
月
六
日
付
長
慶
消
息
が
、
万
満

の
乳
母
に
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

（
史
料
⑫
）

な
を
〳
〵
し
せ
ん
な
り

〔
る
〕事

と
も
申
や
か
ら
候
と
も
、
御
た
つ
ね
あ
る
へ
く
候
、

ま
き
れ
申
事
候
ま
し
く
候
、

ま
こ
六
郎
殿
・
ま
ん
み
つ
殿
の
事
、
い
つ
れ
も
み
ん
ふ
の
大
夫
と
き
に
あ
い
か
は
ら
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す
、
ち
そ
う
申
へ
き
よ
し
、
と
う
み
や
う
・
と
し
よ
り
に
も
申
き
け
候
、
そ
の
御
心

へ
な
さ
れ
、
ひ
い
き
へ
ん
は
な
く
、
御
い
け
ん
か
ん
に
よ
う
ニ
候
、
ま
き
れ
候
事
候

ハ
ゝ
、
我
々
よ
り
申
う
け
ま
い
ら
せ
候
、
い
さ
ゝ
か
御
と
う
か
ん
候
ま
し
く
候
、
そ

の
た
め
に
一
ふ
て
申
候
、
又
々
か
し
く
、

五
月
六
日

な
か
慶
（
花
押
）

「（
裏
紙
奥
ウ
ハ
書
）

（
墨
引
）

し
ゆ
り
の
大
夫

御
ち
の
人

ま
い
る

な
か
慶

申
給
へ

」
）
（（
（

十
河
氏
を
継
い
だ
義
継
、
松
浦
氏
を
継
い
だ
万
満
両
者
の
相
続
を
安
堵
し
た
も
の

で
あ
る
（
両
者
と
も
九
条
稙
通
の
孫
に
な
る
）。
こ
の
消
息
で
万
満
の
相
続
が
長
慶

に
よ
っ
て
再
度
正
当
化
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
文
書
も
一
存
が
生

き
て
い
れ
ば
不
要
な
は
ず
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
（
史
料
⑪
）
も
一
存
の
不
在
を
前

提
に
長
慶
が
出
し
た
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
史
料
⑫
）
は
後
見
者
二
人
を
失
っ
た
松
浦
家
中
が
、
一
存
の
死
亡
と
い
う
事
態

を
受
け
て
、
改
め
て
長
慶
に
依
頼
し
て
出
し
て
も
ら
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
二
通
以
外
に
松
浦
氏
に
関
し
長
慶
か
ら
出
さ
れ
た
文
書
が
無
い
こ
と
を
勘
案
す
れ

ば
、
い
か
に
松
浦
家
中
が
非
常
事
態
と
認
識
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

こ
の
二
ヶ
月
後
に
根
来
寺
勢
が
岸
和
田
ま
で
攻
め
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
存
死

亡
を
踏
ま
え
て
の
軍
事
行
動
と
も
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
本
章
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
事
実
関
係
を
整
理
し
て
み
よ
う
（
出
典

の
な
い
も
の
は
『
両
家
記
』
に
よ
る
。
ま
た
＊
は
筆
者
の
推
定
）。

永
禄
元
年
九
月
三
日

十
河
一
存
尼
崎
へ
出
兵

六
日

一
存
「
泉
州
」
へ
帰
る

（
＊
こ
の
間
南
泉
攻
略
の
準
備
を
始
め
る
か
）

十
二
月
九
日

松
浦
の
拠
点
（
岸
和
田
城
）
は
堅
固

↑
松
浦
氏
は
ま
だ
反
長
慶

一
存
岸
和
田
へ
の
相
城
を
作
る
つ
も
り

↑
根
来
寺
臨
戦
態
勢（
史
料
⑧
）

二
年
五
月
二
十
三
日

長
慶
勢
和
泉
に
集
結

二
十
九
日

長
慶
勢
和
泉
に
て
根
来
寺
に
敗
れ
る

六
月
二
十
六
日

長
慶
方
河
内
へ
攻
め
入
る
。
以
後
、
河
内
が
主
戦
場

八
月

河
内
に
お
い
て
長
慶
方
勝
利
、
安
見
飯
盛
城
へ
敗
走

三
年
二
月
十
二
日

長
慶
方
和
泉
へ
出
陣

＊
こ
の
戦
闘
で
松
浦
敗
れ
長
慶
方
と
和
睦
ま
た
は
降
伏

↑
河
内
か
ら
の
援
軍
が
無
か
っ
た
か
ら
か

＊ 

岸
和
田
周
防
守
が
松
浦
を
継
い
で
い
た
が
、
万
満
を

押
し
込
ま
れ
た
か

九
月
二
十
八
日

十
河
方
が
法
隆
寺
領
の
年
貢
収
納
に
介
入

 

→
松
浦
は
既
に
一
存
の
配
下
に
あ
る
（
史
料
Ａ
）

十
月
十
三
日

松
浦
は
岸
和
田
城
だ
が
、
一
存
は
在
堺（
史
料
Ｂ
＝
⑨
）

十
月
十
五
日

根
来
寺
長
慶
方
に
破
れ
る

こ
の
頃
以
降
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
に
一
存
は
岸
和
田
城
に
入
る

（
史
料
Ｃ
・
Ｄ
）

こ
の
間

＊
松
浦
（
岸
和
田
）
周
防
守
没
カ

四
年
四
月
二
十
三
日

長
慶
万
満
に
和
泉
国
安
堵
（
史
料
⑪
）

四
月
二
十
三
日

十
河
一
存
死
去
（『
己
行
記
』
ほ
か
）

五
月
六
日

長
慶
よ
り
万
満
乳
母
に
安
堵
状
（
史
料
⑫
）

七
月
二
十
八
日

根
来
寺
・
安
見
が
岸
和
田
へ
攻
め
入
る

こ
の
編
年
結
果
か
ら
、
永
禄
三
年
前
半
に
松
浦
氏
が
長
慶
方
に
降
り
、
同
年
十
一
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月
頃
に
一
存
が
岸
和
田
城
に
入
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
前
後
の
状
況
が
明
確
に

な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
本
（
史
料
⑧
）
は
、
松
浦
氏
が
長
慶
の
軍
門
に
下
る
以
前
の
政
治
状
況

を
示
し
、
当
該
期
の
十
河
一
存
の
動
向
を
明
ら
か
に
で
き
、
か
つ
和
泉
国
関
係
文
書

を
位
置
づ
け
直
す
上
で
鍵
に
な
る
、
重
要
な
文
書
な
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
二
章
の
検
討
で
、
三
好
権
力
に
つ
い
て
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
象

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
最
後
に
、
筆
者
の
専
門
と
す
る
近
江

六
角
氏
に
関
係
す
る
文
書
（『
遺
文
』
七
六
七
）
を
取
り
上
げ
、
結
び
と
し
た
い
。

（
史
料
⑬
）

猶
々
御
注
進
次
第
、
我
等
も
可
罷
越
候
間
、
可
御
心
安
候
、

江
州
衆
来
廿
八
日
東
山
表
へ
罷
出
之
由
候
、
所
希
候
之
間
、
以
一
戦
可
打
果
候
条
、

大
慶
候
、
定
当
国
へ
も
牢
人
衆
端
々
心
懸
可
申
候
歟
、
何
へ
罷
出
候
共
、
多
門
山
・

井
戸
・
龍
王
衆
被
相
談
、
不
移
時
日
被
相
働
、
可
被
追
払
候
、
御
馳
走
肝
要
候
、
御

由
断
候
て
ハ
不
可
有
其
曲
候
、
恐
々
謹
言
、

松
永
弾
正
少
弼

七（
永
禄
四
年
）

月
廿
四
日

久
秀
（
花
押
）

平
等
坊
四
郎
殿進

之
候

こ
れ
は
松
永
久
秀
か
ら
奈
良
の
衆
徒
と
思
わ
れ
る
平
等
坊
四
郎
な
る
人
物
に
充
て

ら
れ
た
文
書
で
あ
る
。『
遺
文
』
で
は
一
行
目
が
、「
草
山
表
（
＝
丹
波
）」
と
な
っ

て
い
る
が
、「
東
山
表
」
が
正
し
く
、
六
角
勢
が
近
江
か
ら
京
都
東
山
に
出
兵
し
て

き
た
こ
と
を
報
じ
て
い
て
、
永
禄
四
年
で
比
定
さ
れ
て
い
る
他
の
文
書
・
記
録
と
矛

盾
し
な
い
。
六
角
氏
が
丹
波
に
攻
め
入
っ
た
こ
と
は
な
い
。

京
都
に
侵
攻
す
る
六
角
氏
を
迎
え
撃
た
ん
と
す
る
久
秀
の
覚
悟
や
、
戦
闘
直
前
の

緊
張
感
が
あ
り
あ
り
と
伝
わ
っ
て
く
る
文
書
で
あ
る
。

『
遺
文
』
に
は
丁
寧
に
読
ん
で
い
け
ば
、
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
を
発
見
す
る
こ

と
の
で
き
る
文
書
が
、
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
註
〕

（
1
）
『
群
書
類
従
』
二
十

（
（
）
長
江
正
一
『
三
好
長
慶
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
）、
秋
月
政
孝
『
戦
国
三
好

党
』（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
八
）、
今
谷
明
『
戦
国
三
好
一
族
』（
新
人
物
往
来

社
、
一
九
八
五
）、
天
野
忠
幸
『
三
好
長
慶
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
○
一
四
）

『
増
補
版

戦
国
期
三
好
政
権
の
研
究
』（
清
文
堂
出
版
、
二
○
一
五
）

（
（
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
『
柳
生
文
書
』（『
遺
文
』
八
九
三
・
八
九

四
）

（
（
）
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
今
谷
氏
の
言
う
よ
う
に
長
慶
が
「
鬱
病
」
と
は
断
定
で
き
ま

い
。
後
継
者
を
義
継
と
決
め
た
も
の
の
、
家
臣
の
支
持
が
得
ら
れ
る
か
不
透
明
で
あ

り
、
そ
ん
な
中
自
ら
の
死
期
を
悟
っ
た
長
慶
が
、
ま
だ
自
ら
の
目
の
黒
い
う
ち
に
、

承
継
を
確
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
安
宅
を
殺
害
し
て
後
顧
の
憂
い
を
絶
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
考
え
る
と
、（
史
料
②
）
で
長
慶
が
死
の
床
に
あ
っ
て

も
「
跡
」
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
こ
と
が
腑
に
落
ち
る
。
義
継
の
承
継
が
必
ず
し

も
家
中
の
満
場
一
致
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
久
秀
も
義
継
の
承
継
に
賛

成
で
は
な
い
が
（
長
慶
死
後
久
秀
は
義
継
と
対
立
）、
長
慶
を
煩
わ
せ
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
何
も
言
わ
な
い
こ
と
に
す
る
、
と
解
釈
す
れ
ば
文
意
が
通
る
。

（
（
）
『
大
日
本
古
文
書
』
三
七
六
八

（
（
）
同
三
七
六
七

（
（
）
同
一
七
七
八
・『
遺
文
』【
参
考
（（
】

（
（
）
同
三
七
六
五
・『
遺
文
』【
参
考
（（
】

（
（
）
同
三
七
六
四
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（
11
）　
『
遺
文
』【
参
考
（（
】、
東
寺
百
合
文
書
イ
函
一
六
二

（
11
）　
『
松
永
久
秀
と
下
剋
上
』（
平
凡
社
、
二
○
一
八
）

（
1（
）　

長
慶
死
後
に
袂
を
分
か
つ
こ
と
に
な
る
が
。

（
1（
）　
『
言
継
卿
記
』

（
1（
）　

な
お
、
両
者
と
も
「
道
三
」（
曲
直
瀬
）
が
下
向
し
た
と
あ
る
が
、
六
年
義
興
の

時
に
引
き
続
き
、
翌
年
に
も
呼
ば
れ
た
と
考
え
れ
ば
問
題
無
い
。
名
医
で
あ
れ
ば
権

力
者
の
危
急
の
際
に
診
療
す
る
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
長
慶
の
際
に
は

半
井
驢
庵
も
来
て
お
り
、
当
代
随
一
の
名
医
が
二
人
も
枕
頭
に
侍
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。

（
1（
）　

当
該
期
の
松
浦
氏
を
含
む
和
泉
国
内
政
治
史
に
つ
い
て
は
、『
岸
和
田
市
史　

第

二
巻
』（
一
九
九
六
）、
山
中
吾
朗
「
和
泉
国
松
浦
氏
小
考
」（『
戦
国
期
畿
内
の
政
治

社
会
構
造
』
和
泉
書
院
、
二
○
○
六
）、
天
野
忠
幸
「
三
好
氏
の
広
域
支
配
と
和

泉
」（『
増
補
版　

戦
国
期
三
好
政
権
の
研
究
』
清
文
堂
出
版
、
二
○
一
五
、
初
出
二

○
○
六
）
を
参
照
。

（
1（
）
傍
線
の
部
分
が
『
遺
文
』
で
は
「
江
州
」
と
あ
っ
た
の
で
、
六
角
氏
関
係
か
と
思
っ

た
の
だ
が
、
写
真
を
確
認
す
る
と
「
河
州
」
す
な
わ
ち
河
内
関
係
で
六
角
氏
と
は
何

の
関
係
も
無
い
文
書
で
あ
っ
た
。

（
1（
）　
『
兼
右
卿
記
』
永
禄
二
年
九
月
十
三
日
条
に
は
「
有
相
談
事
等
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1（
）　

安
見
氏
の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
大
き
な
敗
因
の
一
つ
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

（
1（
）　

な
お
こ
の
周
防
守
盛
は
も
と
も
と
岸
和
田
氏
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
よ
り
以
前
（
お

そ
ら
く
は
天
文
年
間
）
に
松
浦
氏
を
継
い
だ
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
辺
り
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
廣
田
浩
治
「
松
浦
周
防
守
盛
の
発
見
」（『
泉
佐
野
の
歴
史
と
今
を
知
る
会

会
報
』
二
六
六
、
二
○
一
○
年
）
参
照
。
ま
た
万
満
の
松
浦
家
入
嗣
に
つ
い
て
は
後

註
（
（1
）
馬
部
論
文
参
看
。

（
（1
）　

九
条
稙
通
と
十
河
一
存
の
関
係
に
つ
い
て
は
馬
部
隆
弘
「
信
長
上
洛
前
夜
の
畿
内

情
勢
」（『
日
本
歴
史
』（（（

号
）

（
（1
）　

Ａ
に
印
清
が
「
登
城
」
し
て
交
渉
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）　

山
中
論
文
で
は
、
永
禄
元
・
二
年
に
比
定
す
る
。
天
野
氏
は
特
に
比
定
し
て
な
い
。

（
（（
）　
『
遺
文
』
一
○
三
四

（
（（
）　

或
い
は
降
伏
後
、
暗
殺
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
（（
）　
『
己
行
記
』
に
は
四
月
廿
四
日
と
あ
る
が
、
前
日
の
死
去
を
二
十
四
日
に
聞
い
て

記
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
南
宗
寺
宝
篋
印
塔
銘
に
廿
三
日
と
あ
り
／
長
江
『
三
好
長

慶
』）。

（
（（
）　
『
遺
文
』
七
六
一




